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令和8年度　特例措置 対象者

　国立感染症研究所では、８月４日をはしか予防の日と定めて、予防啓発を実施しています。
　麻しん・風しんの発生予防やまん延予防のため、対象者の皆さんが積極的に予防接種を受けることが大切です。

・食中毒は、毎日食べている家庭の食事でも発生しています。普段、
　当たり前にしていることが、思わぬ食中毒を引き起こすことがあ
　るのです。

　家庭での発生では症状が軽かったり、発症する人が１人や２人の
ことが多いことから風邪や寝冷えなどと思われがちで、食中毒とは
気づかれず、重症化することもあります。
　【家庭でできる食中毒予防６つのポイント】を実践して食中毒を
予防しましょう。

 高校１年生相当の方へ
・子宮頸がん予防ワクチンは３回の接種が必要です。
・接種を希望される方は令和８年９月までに接種を開始しましょう。
・令和９年４月１日以降の接種は　全額自己負担となります。

問い合わせ先　子育て健康課　TEL 377－5652

問い合わせ先　子育て健康課　TEL 377－5652

スケジュール  例1　※2
（３回とも無料接種）
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スケジュール  例2　※2
（３回とも無料接種）

スケジュール  例3　※2
（１・２回のみ無料接種）

接種開始から完了まで約６か月かかります

10月以降に接種を開始した場合、3回の接種
を完了するためには自己負担が生じます

1回目 2回目 3回目

二次元コード厚労省
【家庭でできる食中毒予防の６つのポイント】

　ＭＲワクチンの供給について、一部地域において
ワクチンの偏在等が生じたため、本来接種を受ける
べき令和７年３月31日までに接種を受けられなかっ
た方は、接種対象期間を超えて接種を受けることが
できます。

対 象 者 ・定期接種▶小学校６年生～高校1年生
相当の女性

注 意 事 項

・予防接種予診票が必要です。
（紛失や転入などで発行が必要な場合
は、母子健康手帳を持って、子育て健康
課窓口へお越しください。）
・接種期間を過ぎると全額自己負担にな
ります。

食 中 毒食 中 毒
に気を付けましょうに気を付けましょう

8 月 4 日

　厚生労働省では、８月の１か月間を食品衛生月間と
定めています。

子宮頸がん予防ワクチン
の接種はお済ですか？

「麻しん（はしか）予防の日」

対 象 者
第１期 令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれの方

第２期 平成30年４月２日～平成31年４月１日生まれの方

延 長 期 間 令和９年３月31日まで

対 象 者
第１期 １歳の１年間（１歳の誕生日から２歳の誕生日の前日まで）

第２期 ５歳以上７歳未満で、小学校入学前の１年間

注 意 事 項
・出生届出時に渡している予防接種予診票が必要です。
（紛失や転入などで発行が必要な場合は、母子健康手帳を持って、子育て健康課窓口へお越しください。）
・接種期間を過ぎると全額自己負担になります。


